






















コースワ」ク重視を基本にすることで、

教育研究をよりシステマティックにする

iroshi　Sato

大学院重点化によって

何がどう変わったか

　日本の大学院では伝統的に個人指導的な教育研究が筑んじられ

てきましたが、大学院重点化後、一橘大学大学院経済学研究科で

はコースワークをより重視した

カリキュラムに切り替えてきま

した。それを支えているのが、

学部から犬学院の修ニヒ・簿士諜

程までを一貫させた積み上げ方

式の科圓縄成です。各科目にそ

れぞれ授業レベルを示す1OO番台

から500番台までの番号を割り振

ることで、掌生がそれぞれの習

熟度に応じた時間割を組み、計

画的に勉強を稜み重ねていける

ようにしているのです。学部と

asahiro　Sato
経済研究所教授

佐藤正広

大学院を合わせた5年間で修士号が取得できるようにLている5

年一賛教育システムも、この積み上げ方式のコースワークをべ一

スにして縄み立てられています。

　もちろん、大学院で勉強する目酌は、学苑によって異なります。

あくまで櫛究静を1111指してという学娃もいますし、商腔専門職を

国摘してという学生もいます。そうした多糠な「’1的にどこまでき

ちんと対応できるかも、科1111綱成の一つθ）ポイントになるといっ

ていいでしょう。

　たとえば、科目編成上の工芙の一つとして、400番台のコア科眉

の多くに上級と中級という2つのレベルを設定して、各自の圓標

設定にしたがって知識を横み上げていけるようにしています。

入口から出口までのコース設定を

より拡充する

　犬学院での勉強が進むにつれ、専修コースの学生が博士課程へ

の進学を希望するようになることもあります。また研究者養成コ

ースの舘坐が、銀行や官公庁などで專門的職種に就くということ

もあります。今後は、博士号を取裕した学生がそのままアカデミ

ックな世界に入るのではなく、突社会に出て行くというケースも

瑚えると予想されます。

　このため、カリキュラム編成に

あたっては、学生のますます多様

化するであろう蓮路逮択に桑軟に

対応できるよう、さまざまなコニ夫

を凝らしていく必要があるでしょ

う。遼学資楮試験の導入や、修士

期修コースにおける雌門職莱人麓

成プログラムの導入もそうした工

夫の一つといえます。ちなみに進

学資格試験とは、修士課穏から博

士蓄果栂への進学要件の1つとして

今年から新たに導入した制度で、その狙いは、自立Lた研究者に

なるために必要な知識を、修士在学中に、確実に身に付けてもら

おうというところにあります。

　本学三σ）大蝉1廃綴≡号商脅師肝多害牟Hま、尭義言斉学＝而肝多害牟ト・縄…済学：剖…と毒蚤｛賞

研究所という2つの研究一教背機閥を雌体にしているということ

もあって、1峨肱い分蛛にわたって優れた棚腕噺が在籍しています。

その漱昧で舳ニコが広い研究科であるため、大学院での勉強の進め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’方も瑠門領域の違いや摘壊教輿σ）方針によって一館ではありませ

ん。体系性と多様性の両面に配慮Lたコースワーク体系を整備し

ていくことが今後σ）課題だと考えています。（談）
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